
 

                                             第 12 回 2012 年 10 月（C） 

      

 注 ： 指示があるまで開けないで下さい。 

 

 

 

総総合防犯設備士資格認定試験  

 

 

 

第一次試験（筆記方式） 

 

Ｃ専門問題 （選択） 

出題 4 問中 2 問選択 

時間 60 分 

配点 1 問 100 点・合計 200 点 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号       － 

氏 名  

 

 

    注意事項 

 

      １ 座席は指定されています。受験番号を確認して着席して下さい。 

      ２ 机の上には「受験番号」「筆記用具」「時計」以外のものは置かないで下さい。 

      ３ 受験番号・氏名は、はっきりと記入して下さい。 問題用紙・解答用紙に受験番号を 

        記入する欄があるものは、全て受験番号を記入して下さい。 

      ４ 解答は、設問にしたがって記入して下さい。 

      ５ 「試験問題」・「解答用紙」は試験終了後すべて回収します。 

      ６ 試験時間内に退席される場合は、試験問題・解答用紙を机の上に置き試験官の許可   

        を得て静かに退席して下さい。 

        ただし、試験開始後３０分、および試験終了前 10 分間は退席できません。 

        退席後、試験会場近辺では、静かにお願いします。 

      ７ 試験会場においては、試験官の指示にしたがって下さい。 

 

 

 

公益社団法人 日本防犯設備協会 
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Ｃ専門問題 （選択）     受験 No.    - 

問題－１ （機器関連）                                                  

 

インターネット網を利用した画像伝送システムについて以下の設問に答えよ。 

 

（１） 設備構成や仕組みなどについて、ブロック図を描き概略を記せ。 

（２） 特徴や有用性等を記せ。 

（３） 設計、構築する際に留意すべき事項を記せ。 

 

（１） 設備構成や仕組みなどについて、ブロック図を用いて概略を記せ。 

ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概略説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モバイル端末 

インターネット

通信回線 

ルータ 

遠隔側監視装置 

（パソコン） 

38



Ｃ専門問題 （選択）     受験 No.    - 

（２） 特徴や有用性等を記せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 設計、構築する際に留意すべき事項を記せ。 
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Ｃ専門問題 （選択）     受験 No.    - 

問題－２ （施工関連）                                                  

 

食品工場【図 1 工場配置図】の外周（G1-1）に、赤外線ビーム検知器（多段検知型）を設置するに当

たり、誤報・失報対策なども含めた施工上の留意点を簡潔に記せ。 

 

赤外線ビーム検知器は、既設のモーションディテクタ（VMD）機能搭載の防犯カメラ（図中 M 記号・9

台）やコンビネーションカメラ（PTZ機能搭載図中Ｃ記号・9台）とシステム的に併用され、万全の侵入監

視システムを構築する。設備配置図は、おおよその設置位置を示すもので、侵入検知が最大限有効

になるよう現場合わせの上、施工すること。 

東側及び北側の隣地境界線は、高さ 2m のブロック塀。南側及び西側の外周には高さ 1.2ｍの高強

度アルミ合金製フェンス（タテ格子ピッチ 15cm）を設けている。構内（緑地部）の植栽は、高さは 3～4m

程度、GL から 2～2.5ｍくらいまで枝打ちをされており、防犯上の視認性確保に配慮している。 

配線工事は、別途工事とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検知器

取付及

び調整

に伴う留

意点 
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Ｃ専門問題 （選択）     受験 No.    - 

問題－３ （警備関連）                                                   

 

警備業法でいう警備業務の種類をあげ、その内容を記せ。 

警備業の種類 内 容 
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  Ｃ専門問題（選択）     受験 No.    - 

問題－４ （設計関連）                                                    

 

要求仕様に基づいて防犯システムを設計したが、果たしてその内容で十分に機能・性能を発揮でき

るか、矛盾点や脆弱な個所はないか、施工性は良いか、維持管理上で無理を生じないかなどをあら

かじめ検討・評価して一次設計に改良を加え、最終の設計に反映させることはより良い防犯システム

を設計するうえで大変重要である。このための手順を表にした。 

貴方の経験に照らして下表を埋めよ。ただし、検証・評価する内容欄には、2 個以上記せ。 

 

項    目 設 計 を 検 証 ・ 評 価 す る 内 容 

 

 

 

 

要求仕様と設計

仕様の照合 

 

 

 

 

 

設計内容の 

検証 

 

 

 

 

 

 

防犯上の有 

効性の検証 

 

 

 

 

 

 

運用面から 

の検証 

 

 

 

 

 

維持管理面 

からの検証 

 

 

 

 

 

総合評価 
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